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MULTILOCULAR CYSTIC RENAL CELL  CARCINOMA  : 
         A REPORT OF TWO CASES
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   Two cases of multilocular cystic renal cell carcinomas in a 48-year-old man and in a 41-year-
old woman are reported. Radical nephrectomy was performed in both cases. Both histologic diag-
noses were multilocular cystic renal cell carcinoma, clear cell subtype, grade 1. We had some 
difficulty in diagnosing the latter case with multilocular cystic mass which had smooth, glistening 
lining and contained clear-yellow fluid. Microscopical examination of the permanent sections 
revealed that the cysts were lined by a cuboidal or flattened epithelium, but no tumor cells. 
However, laminar growth of renal cell carcinoma of the clear cell type was present in several 
areas in the septa, and a few residual tumor cells were found in the hyalinized septa. When renal 
cell carcinoma is present in only a part of the multilocular cystic renal mass, it should be diagnosed 
as multilocular cystic renal cellcarcinoma. The literature was surveyed. 
                                                    (Acta Urol. Jpn. 39: 45-49,1993) 
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緒 言
多房性嚢胞状腎細胞癌は腎細胞癌の一種である.か
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覆 わ れ て いた(Fig.4a).一部 の隔 壁 中 に細 胞 質 の 明
るい 腫瘍 細 胞 の び ま ん 性 浸 潤 が 認 め られ た(Fig.
4b)・腫 瘍細 胞 の認 め られ な い 嚢 胞 も二 次 変性 した も
の と考 え ら れ,多 房 性 嚢 胞 状 腎 細 胞 癌clearcell
subtype,pT2,NO,MO,VOと診 断 され た.
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の記 述 が 多 い.前 述 の 肉眼 的 組 織 学 的特 徴 よ り当 初 は
多房 性 腎 嚢 胞 に 合併 した腎 細 胞 癌 と判 断 してい た.そ
の後 文 献 的 検 討 を加 え る うち に,こ の よ うな診 断 を す
るた めに は 多 房 性腎 嚢 胞 で あ る こ とを証 明 しな くて は
な らな い との 判 断 に いた った.
さて 多 房 性 腎 嚢 胞 は,近 年 報告 例 が増 加 しこれ まで
に100例以 上 の 報告 が 認 め られ る稀 な嚢 胞 状 腎 疾患 で








theseptaofthecysticlesionの5項目が 用 い られ
る7).この基 準 は,腎 の他 の嚢 胞 性疾 患 特 に 嚢 胞 腎 と
の鑑 別 に主 眼 が お か れ,組 織 学 的 記 載 が な い.多 房 性
嚢 胞 状 腎細 胞 癌 も この5項 目を 満 た す た め,5項 目の
診 断基 準 のみ で は 両者 の区 別 は 不 可 能 で あ る.
多 房性 腎 嚢 胞 の 組 織 像は 各 発 表 者 に よ りか な り違 い
が 認 め られ,そ の 病 因 は,い まだ に 明 らか では な い.
一 部 の 著者 らの強 調 す る,小 児例 で よ く見 られ るne-
phroblastoma類似 の 組 織 所 見 が 認 め られ,し た が
ってneoplasticな面 が強 調 され る もの は成 人 例 で は
認 め られ な い との 報 告 もあ る8・9).多房 性 腎 嚢 胞 の 所
見 を 持 ち,そ の組 織 中 に 腎癌 が認 め られ る症 例 は,成
人 例 で あ る ので,鑑 別 の た め には 多 房性 腎 嚢胞 の成 人
症例 に おけ る組 織 所 見 の詳 細 な報 告 が 必要 と思わ れ る
が,い まだ は っき りしな い.ま たhobnai1上皮 の存
在 につ いて も記 述 して あ る もの,な い もの 種 々で あ
り,hobnail上皮 の 存 在 の み にす べ て を 帰 す る こ とは
で き な い.
わ れ わ れ の症 例 で は,結 局腎 病 理 の専 門 家 の判 断を
仰 ぐ こ とと し,藍 沢 茂 雄 先 生 に診 断 して い た だ い た.
わ れ わ れ が 混 乱 した よ うに 多 房 性 嚢 胞 状 腎 細 胞 癌
か,多 房 性 腎 嚢 胞 に 腎 癌 が合 併 した のか に つ い て は以
前 はか な り混 乱 が 見 られ た,た とえ ば,Possoら13)
は 多房 性 腎 嚢 胞 に 発 生 した 腎細 胞 癌 の1例 を 報 告 して
い る.こ の組 織 診 断 はArmedForcesInstituteof
Pathology(以下AFIP)に よ りな され た.一 方 同 じ
AFIPか らMadewellら14)は,AFIPにあ る多 房性
腎 嚢 胞 よ り発 生 した と報 告 され て い るい くつ か の 症 例
を再 検 討 し,こ れ らは す べ て,多 房 性 嚢 胞 状 腎細 胞 癌
で あ り,ま た,文 献 上 の 検 討 で も,多 房 性 腎 嚢 胞 よ り



































細胞癌 としては,組 織学的に以下の3項 目の特徴があ
る、(1)周囲腎組織とは厚い結合織により明瞭に区分さ
れている.②摘出された組織において,多房性腫瘍部
以外に腫瘍組織を認めたとの報告 はまだ認 められ な
い.(3)穎粒細胞亜型が1例認められるが12),他は淡明
細胞亜型で,grade記載の あるものではいずれ も
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